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	臓器移植センターは、次のような業務を行っています。
	1) 心臓死・脳死体又は生体に係る臓器移植に関すること。
	2) 臓器移植症例発生時の対応に関すること。
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	6) 院内外への普及啓発及び職員教育に関すること。
	7) 臓器移植に係る調査及び報告に関すること。
	8) その他臓器移植に関すること。

	2. 運営連絡会議
	運営連絡会議では、三重大学医学部附属病院臓器移植センターに関することについて検討しています。
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	2) センターと各診療科等及び関係諸機関との連絡調整に関する事項。
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